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大規模災害時のリダンダンシーを確保

 令和２年７月豪雨時は九州道の大部分で全面通行止めが発生。一方、東九州
道は、通行止め箇所が少なく、鹿児島・宮崎方面から本州・北部九州への物
流などで広域的なリダンダンシーを確保。

 更に、緊急避難場所や避難階段も設置。これらを背景として、地域住民の大
地震や津波、風水害への不安が約５割改善しており、安全・安心に寄与。

資料：R2.12 ヒアリング結果

東九州道や防災拠点
の整備推進により、住
民の安全・安心に寄与
しており、以前と比べ、
安心して暮らせるように
なっています。

延岡市危機管理室

■東九州道の津波避難施設と津波浸水想定

日向IC付近緊急避難場所

地元小学生による防災訓練

北浦地区避難階段

■大規模災害時の不安内容について

■高速道路・防災拠点の整備推進に
より不安は改善しましたか

資料：R1.12 ＷＥＢアンケート調査
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不安が大きく
改善
9％改善されて

いない
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資料：R1.12 ＷＥＢアンケート調査

過半数の
不安が改善

九州のダブルネットワーク化によりリダンダンシーを確保

大規模災害に備えた地域住民の安全・安心の確保
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利用ルート

令和２年７月豪雨時は、九州道が利用で
きませんでした。
東九州道を利用して、輸送を取り止める
ことなく行うことができました。

鹿児島県物流企業
資料：R3.2 ヒアリング結果

■令和２年７月豪雨時通行止め箇所（７月６日）
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■東九州道の大型車交通量
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資料：交通量計測装置（蒲江波当津IC～北浦ＩＣ間）

令和2年7月
平日平均

九州道通⾏⽌め時
（令和2年7月6日）

約1.8倍1,466台

2,633台

令和２年７月豪雨時九州道通行止め状況
（横川IC～溝辺鹿児島空港IC）

高台である東九州道上に
津波避難場所を設置

10m以上の
予想津波高さ


